
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
選
手
村
に
は
計
画
の
な
い
「
超

高
層
タ
ワ
ー
型
マ
ン
シ
ョ
ン
住
宅
棟
２
棟
」
が
、
五
輪
終

了
後
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
見
直
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

都
心
の
貴
重
な
都
有
地
、

都
営
住
宅
の
計
画
が
な
い

さ
ら
に
、
都
有
地
で
あ
り
な
が
ら
公
的
住
宅
の
計
画
が

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
計
画
」
は
、
「
東
京
都
が
Ｉ

Ｏ
Ｃ
に
提
出
し
た
立
候
補
フ
ァ
イ
ル
に
明
記
し
た
選
手
村

の
コ
ン
セ
プ
ト
や
宿
泊
棟
の
配
置
計
画
を
大
き
く
変
更
す

る
も
の
」
「
東
京
都
が
用
地
を
取
得
し
基
盤
整
備
を
含
め
、

ば
く
大
な
公
費
を
投
入
す
る
選
手
村
整
備
が
、
一
部
の
民

間
事
業
者
の
利
益
の
た
め
に
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
批
判
し
、
都
心
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

都
有
地
、
都
営
住
宅
な
ど
公
的
住
宅
の
建
設
を
求
め
ま
し

た
。

い
ま
で
も
大
気
汚
染
は
深
刻

「
評
価
書
案
」
で
は
、
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
２
）
に
つ

い
て
、
工
事
中
・
工
事
完
了
後
に
お
い
て
も
環
境
基
準
を

下
回
り
、
問
題
が
な
い
と
の
説
明
？

し
か
し
、
い
ま
で
も
大
気
汚
染
は
深
刻
で
す
。
今
後
、

臨
海
部
と
の
接
続
す
る
通
過
道
路
「
環
状
２
号
線
」
は
、

一
日
８
万
台
の
最
大
交
通
量
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
上

化
・
高
架
道
路
の
た
め
豊
洲
大
橋
、
築
地
大
橋
と
上
り
下

り
が
晴
海
・
勝
ど
き
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
晴
海
通
り

は
、
晴
海
大
橋
の
開
通
に
よ
り
自
動
車
交
通
量
は
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
居
住
者
が
所
有
す
る
自
動
車
の
増

加
な
ど
で
、
区
域
内
の
自
動
車
交
通
量
は
い
っ
そ
う
増
加

す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
大
気
汚
染
が
、
さ
ら
に
深
刻
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。
（
裏
面
へ
）

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは
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です
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８
月
28
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り
、
月
島

社
会
教
育
会
館
に
お
い
て
「
（
仮
称
）
晴

海
五
丁
目
西
地
区
開
発
計
画
（
晴
海
選
手

村
跡
地
開
発
計
画
）
」
の
環
境
影
響
評
価

書
案
に
つ
い
て
「
都
民
の
意
見
を
聴
く
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
・
加
藤
ひ
ろ
し
は
、
公
述
人
の
一
人

と
し
て
「
選
手
村
と
し
て
使
わ
な
い
超
高

層
タ
ワ
ー
型
マ
ン
シ
ョ
ン
住
宅
棟
２
棟
が

計
画
さ
れ
て
い
る
問
題
。
将
来
的
に
住
宅

戸
数
を
５
９
５
０
戸
、
１
２
０
０
０
人
の

人
た
ち
が
住
む
、
巨
大
な
住
宅
の
再
開
発

に
よ
る
急
激
な
人
口
増
加
、
環
境
の
面
か

ら
、
ま
た
社
会
的
基
盤
整
備
の
面
か
ら
、

地
元
自
治
体
を
含
む
地
域
へ
の
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
問
題
点
を

指
摘
し
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。
「
聴

く
会
」
で
は
、
私
を
含
め
３
人
の
方
が
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。
（
以
下
意
見
の
要
旨
）

「
五
輪
」
終
了
後
２
棟
の

超
高
層
タ
ワ
ー
型
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

「
選
手
村
計
画
」
は
、
以
前
東
京
都
が

示
し
て
い
た
住
宅
棟
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
そ

「（仮称）晴海五丁目西地区開発計画」環境影響評価書・見解書

超高層マンション・風環境・景観など，問題山積

意見を述べる

私・加藤ひろし



ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
調
査
項
目
に
な
い

運
河
沿
い
に
壁
の
よ
う
な
建
物
の
配
置
（
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
参
照
）
に
よ
り
、
内
陸
部
へ
の
風
の
流
れ
が

止
ま
り
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
さ
ら
に
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
海
風
や
川
風
が
遮
断
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
内
陸
部
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

調
査
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ビ
ル
風
は
改
善
す
る
？

風
環
境
に
つ
い
て
「
評
価
書
案
」
で
は
、
「
建
設

後
（
対
策
後
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
「
ラ
ン

ク
１
・
住
宅
地
の
商
店
街
・
野
外
レ
ス
ト
ラ
ン
相
当

の
風
環
境
、
又
は
ラ
ン
ク
２
・
住
宅
街
・
公
園
相
当

へ
変
化
し
、
風
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
区
内
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

建
設
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ル
風
の
発
生
に
よ
り
、

歩
行
中
の
高
齢
者
が
転
倒
な
ど
で
骨
折
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
「
風
が
あ
る
と
き

は
外
出
し
な
い
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
運
河
に
面
し

て
板
状
の
建
物
の
林
立
は
ビ
ル
風
の
さ
ら
に
深
刻
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

自
画
自
賛
の

「
水
辺
を
生
か
し
た
景
観
形
成
」

評
価
書
案
の

眺
望
の
状
況
変

化
を
見
て
も
、

敷
地
内
を
取
り

囲
む
よ
う
に
14

階
か
ら
17

階
、

高
さ
60

メ
ー
ト

ル
の
板
状
住
宅

が
運
河
沿
い
に

建
ち
並
び
、
中

心
部
に
高
さ
１

８
０
メ
ー
ト
ル

の
超
高
層
タ
ワ
ー

型
マ
ン
シ
ョ
ン

２
棟
建
て
る
計

画
で
す
。
「
水

辺
を
生
か
し
た

景
観
形
成
」
な
ど
と
自
画
自
賛
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
見
直
す
べ
き
で
す
。
ま
た
晴
海
五
丁
目
は
三
方

を
運
河
等
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
お
り
、
人
口
急
増
に

よ
る
災
害
発
生
時
の
避
難
経
路
と
防
災
対
応
力
の
問

題
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
ま
し
た
。

私･

加
藤
ひ
ろ
し
は
、
こ
の
再
開
発
計
画
が
、
開
発

の
目
標
と
さ
れ
る
①
多
様
な
人
々
が
交
流
し
、
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

②
水
辺
に
囲
ま
れ
た
立

地
特
性
を
生
か
し
た
、
魅
力
的
な
空
間
作
り

③
自

然
災
害
へ
の
防
災
対
応
力
を
高
め
た
複
合
市
街
地
の

形
成
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
問
題
が
あ
り
見
直
す
こ

と
を
求
め
、
こ
れ
か
ら
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。
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運河沿いに壁の様に建設される住宅棟のモデルプラン

左
の
表
は
五
輪
終
了
後
の
「
計
画
建
築
物
の
概
要
」
で
す


